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い て の 測 定 結 果 を示 した.圖 で1は 含水 試料 の密 度 を示 し,9は この 試 料 の 軍 位 罷 積 の乾 燥 重

量 印 ち含 水 試 料 の 軍位 膣 積 中 に含 有 せ られ る粘 土粒 子 の重 量 を現 して い る.圖 よ り明 か な様 に

韓 移 含水 率 を 越 る と含 水 粘 土 の 密度 と粘 土 の 眞密 度 とを 結 ん だ 直 線 の 上 にの つ て くる.即 ち可

塑 性 領域 に あ る粘 土 に は室 隙 が存 在 しない こ とを意 味 す る.叉 この 貼 で は乾 燥重 量 最 大 とな り

粘 土粒 子 の 配 置 はMost closed packed structureで あ る こ とを示 して ゐ る.こ れ に 反 して非

塑 性 の 硅 石 の 場 合 は,含 水 試 料 の密 度最 大 の 鮎 に於 る乾 燥 重 量 は 含水 率 零 の と きの 重 量 と大 差

は な い.即 ち この 場 合 水 は 含 水 率 の 増加 に從 つ て,粒 子 間 の 室 隙 を うづ め て ゆ くもの と考 え ら

れ る.                                      一

 以 上 の 結 果 を綜 合 す る と,可 塑 性 粘 土 の 粒 子 は その表 面 を含 水 率 に慮 じて一 定 の厚 さの結 合

水 で被 われ,こ の 結 合 水 暦 が 粒 子間 の主 た る結合 力の 原 因 で あ り,縛 移 含水 量 で この 水 暦 は 最

大 の 厚 さ とな り,こ の 黙 を越 え る と粒 子 間 に 自 由水 を生 じ,可 塑性 を生 す る もの と推 定 す る こ

とが 出 來 る.
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 第1報 に於て,四 手井氏は粘土に於ける可塑性{賓域の存在機構を指摘 された.我 々はこの龍

系の熱學的性質の一つ として水蒸氣璽の含水率による墾 化を測定 し,可 塑性のある粘土 と可塑

性の無い硅石 との間 に判然たる差異を見出 し得たのでその結果を報告する.

 試 料 試料は四手井氏より供給 された河東カオリンの水簸物及び幅島硅石である.こ の

2種 の試料は粘土及硅石の代表的なものであつて,成 分 も純粋度が高いとされて居るので先づ

2種 類につ きで則定 した.

 測 定 測定髪置は圖中に示す如 き簡軍なものである.試 料を入れた後眞室ボンプで排氣

しガイスラー管の放電 より見て窒素のスペクトル線が無 くなつた頃に上部の コツクをしめる.

眞室操作の爲に試料の温凌は一旦下 るが自然に放置して置 くと徐 々に上昇 して約1時 間後には

略室温 と準衡に達する。 これより更に15分置 きに3回 乃至4回 蒸氣墜を測定し禿.蒸 氣墜を測

定後試料を取出し,110℃ 乃至120℃ で2時 間乾燥の上賭化石荻を入れたデシケPタ1一・中にて

放冷して秤量 し,水 分の重量%を 求めた.叉 乾燥試料につ き蒸溜水及アルコールを使用して比

重を測定 した結果は一致 した値を示 し,河 東カオ リン2.68,輻 島硅石2.64で あつた.こ の値を

用ひて容積%を 算出した.
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 この實験は色色 と不備な黙がある.特 に温度を正確に一定に保つ等の事を施 して居ない事.

水分の測定に畿分不精密があること等,誤 差の入つて來る原因は種 々あるのでこれ等の黙につ.

き改良する豫定である.
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